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月
は
海
外
の
姉
妹
都
市
、
友
好
都

１０
市
と
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
（
日
）、
 馬
  世
  林
 市
長
を
は

マ
ー
 シ
ー
 リ
ン

１０

１０

じ
め
と
す
る
 敦
  煌
 市（
中
国
）訪
問
団
４

と
ん
 こ
う

名
が
日
光
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
平
成

　
年
１
月
に
友
好
都
市
協
定
締
結
後
、

１９約
４
年
ぶ
り
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

赤
や
黄
色
に
色
づ
き
始
め
た
霧
降
の
滝

な
ど
を
見
学
し
、
秋
の
日
光
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　
　
月
　

日（
水
）～
　

日（
日
）
、
ラ

１０

２０

２４

ピ
ッ
ド
市
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
公
式
訪

問
団
と
し
て
ラ
ピ
ッ
ド
市
姉
妹
都
市
協

会
ト
ラ
ビ
ス
会
長
と
ジ
ェ
レ
ミ
ー
氏
が

日
光
市
を
訪
れ
ま
し
た
（
写
真
①
）
。
滞

在
中
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
の
湯
ノ
湖
や

華
厳
の
滝
、
日
光
東
照
宮
、
大
猷
院
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
　
日
（
木
）
の
夜

２１

に
開
催
さ
れ
た
市
国
際
交
流
協
会
主
催

の
歓
迎
夕
食
会
で
は
、
日
光
市
長
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
と
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
（
日
）～
　
日（
水
）
、
 許
  添
 

シ
ュ
 テ
ン

１０

２４

２７

 財
 市
長
を
は
じ
め
と
す
る
台
南
市（
台

ツ
ァ
イ

湾
）
政
府
訪
問
団
　
名
が
日
光
市
を
訪

１０

問
し
ま
し
た
（
写
真
②
）。
世
界
遺
産

「
日
光
の
社
寺
」
を
見
学
し
た
後
、
鬼

怒
楯
岩
大
吊
橋
や
瀬
戸
合
峡
の
紅
葉
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
市
で
は
、
平
成
　
年
　
月
の

２１

１１

観
光
友
好
都
市
盟
約
締
結
１
周
年
を
記

念
し
て
、
　
月
　
日（
水
）
～
　
日
（
土
）

１０

２７

３０

に
「
日
光
市
民
号
」
を
実
施
し
、
　
名
１２１

が
慶
州
市（
韓
国
）
を
訪
問
し
ま
し
た

（
写
真
③
）
。
滞
在
中
は
、
記
念
碑
の
除

幕
式
や
記
念
植
樹
式
な
ど
を
行
い
、
今

後
の
更
な
る
交
流
に
向
け
て
思
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
　
日（
土
）、
足
尾
銅
山
発
見
　

１０

２３

４００

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
足
尾
記

念
館
で
講
演
会
と
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
講
演
会
で
は
、
足
尾
銅
山

の
貴
重
な
写
真
資
料
を
集
め
た
「
足
尾

銅
山
」、
足
尾
に
関
わ
っ
た
多
く
の
著

名
人
が
登
場
す
る
「
足
尾
銅
山
物
語
」

の
著
者
で
あ
る
 小
  野
  崎
  敏
 氏
が
、

お
 

の
 
ざ
き
 さ
と
し

「
足
尾
銅
山
物
語
そ
の
後
の
お
話
」
と

題
し
て
、
足
尾
銅
山
発
展
の
歴
史
と
と

も
に
足
尾
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
エ
ピ
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PhotoDiary

　１０月１７日（日）、 佐  藤  権  司 氏を講
さ とう けん じ

師に迎えた歴史講演会「李垠殿下

夫妻と日光市」が今市図書館で開

催されました。

　日光市に縁のあった李垠殿下夫

妻の生涯を通して日本と朝鮮の歴

史について学ぶ講演会でした。

　当日参加された皆さんは、ご夫

妻が日光市に訪れた当時の足跡に

ついて話が進むと、特に熱心に聞

き入っていました。

ソ
ー
ド
な
ど
を
資
料
を
用
い
な
が
ら
紹

介
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
 遠
  田
  義
  則
 氏
の
ギ

え
ん
 
だ
 
よ
し
 の
り

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
田
氏
は
、
鉱
山
を
研
究
し
て
い
る
こ

と
か
ら
足
尾
に
も
た
び
た
び
訪
れ
、
本

山
坑
跡
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た
自
作
の
曲

「
廃
坑
」
を
披
露
。
わ
び
し
い
だ
け
で

な
く
祈
り
に
も
通
じ
る
 静
  謐
 な
音
楽
が

せ
い
 ひ
つ

流
れ
ま
し
た
。
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月
　
日（
日
）、
藤
原
地
域
で
ふ
れ

１０

１７

あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
５
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
　
名
が

６７

参
加
。
コ
ー
ス
は
７
㎞
、
　
㎞
、
　
㎞

１１

１３

が
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
橋
や
滝
見
橋
、
鬼

怒
楯
岩
大
吊
橋
な
ど
鬼
怒
川
に
架
か
る

６
本
の
橋
を
渡
り
な
が
ら
、
藤
原
地
域

を
巡
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
に
用
意
さ
れ
た
輪
投
げ
や
え
び
せ
ん

吸
い
取
り
ゲ
ー
ム
な
ど
で
は
、
賞
品
を

狙
っ
て
高
得
点
を
競
う
子
ど
も
た
ち
か

ら
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
７
㎞

コ
ー
ス
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
参

加
し
た
 柏
  崎
 な
な
さ
ん（
鬼
怒
川
温
泉

か
し
わ
 ざ
き

大
原
）は
、「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

歩
く
こ
と
が
好
き
な
の
で
楽
し
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
お
米
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
秋
の
藤
原
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今市屋台まつり

　１０月１７日（日）、今市中心市街地

大通りで今市屋台まつりが開催さ

れました。車両通行止めとなった

春日町交差点から小倉町交差点ま

では、沿道に露店も立ち並ぶなど

活気あふれる中、昨年より２台多

い１０台の彫刻屋台・花屋台がま

つりに繰り出しました。

　まつりに先立ち、実行委員長の

 堀  井  正  喜 さんが、「屋台まつりを
ほり い まさ き

県内に名の知れた祭りにしていき

たい」とあいさつ。夕暮れを迎え

てちょうちんに淡い灯りをともし

た屋台は、それぞれ２台ずつが向

かい合って「ぶっつけ」と呼ばれ

るお 囃  子 の競演を披露しました。
はや し

そして、すべての屋台が本部前に

集まってお囃子を競い合う「総

ぶっつけ」で観客を魅了し、参加

者全員による３本締めでまつりを

終えました。

　買い物帰りに立ち寄ったという

男性は、「今市地域に屋台がこん

なにあるとは知りませんでした」

と興奮気味に話してくれました。

今月の表紙

　
　
月
１
日（
月
）、
　
日
光
観
光
協
会

１１

（社）

と
足
尾
観
光
協
会
の
統
合
協
定
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
両
観
光
協
会
長
が
協

定
書
に
調
印
。
２
つ
の
観
光
協
会
が
統

合
し
た
こ
と
で
、
今
後
の
日
光
・
足
尾

両
地
域
の
更
な
る
観
光
振
興
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
統
合
後
の
名
称
は
、
　
日
光

（社）

観
光
協
会
と
な
り
ま
す
。

　
　
月
７
日（
日
）
、
小
来
川
ふ
れ
あ
い

１１
の
郷
広
場
で
小
来
川
収
穫
祭
「
新
そ
ば

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
　
時
か
ら
始
ま
っ
た
、
地
元
小

１１

来
川
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
新
そ
ば
の

提
供
に
は
長
い
列
。
皆
さ
ん
お
い
し
そ

う
に
そ
ば
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
新
鮮
野
菜
の
販
売
や
鹿
な

べ
の
無
料
配
布
な
ど
も
行
わ
れ
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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